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 原  著  
NIRSを用いた前頭葉機能検査遂行時の脳活動の検討 
～PASATの 2秒条件と 1秒条件の比較～ 
 
松 下   太，菅 原 万裕香（学生），入 澤 郁 衣（学生） 






要  旨 
 健常大学生 15 名を対象に，ワーキングメモリ検査の一つである定速聴覚的連続加算テスト（PASAT）の
2 秒条件と 1 秒条件遂行時の前頭葉活動について，近赤外分光法（NIRS）を用いて検討を行った。PASAT
施行中は，前頭前野背外側部（DLPFC）の酸化型ヘモグロビン（Oxy-Hb）が有意に増加を認め，特に正答
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の 2 秒条件と 1 秒条件遂行時の前頭葉活動について，
NIRS を用いて検討を行ったので報告する． 
 
方  法 
１．対  象 


















1）．PASAT は CAT に付属している CD を被験者の前





























除くため，PASAT の 2 秒条件と 1 秒条件を各被験者に
ランダムに割り当てて行った．各課題の間では，波形が
安定するまで 30 秒から 1 分間程度の休憩をとった． 
 
５．分析方法 













図 1 実験環境 








































 データの解析には Statcel 3（エクセル統計アドインソ
フト）を使用し，PASAT の 2 秒条件と 1 秒条件のそれ
ぞれの正答率を比較した．また，ベースラインにおける







結  果 
 PASAT の 2 秒と 1 秒条件における Oxy-Hb の濃度変
化の代表例を図 3 に示す． 
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 PASAT の 2 条件および左右全体の Oxy-Hb の平均値
とベースラインの Oxy-Hb の平均値を比較すると，ベー
スラインに比べて PASAT 施行中の Oxy-Hb の上昇を有
意に認めた（表 1）． 
 PASAT の 1 秒条件と 2 秒条件の Oxy-Hb 変化量は，
どちらも有意に上昇を認めたが，1 秒条件以上に 2 秒条
件の方が Oxy-Hb の変化量は大きかった（表 2）． 
 PASAT の 1 秒条件と 2 秒条件のそれぞれの Oxy-Hb
の変化量を左右の DLPFC 領域で比較すると，右側の
DLPFC 領域において 2 秒条件時の Oxy-Hb が有意に上
昇していたが、右側 DLPFC 領域の 2 秒条件以外につい
ては Oxy-Hb の上昇は認めたものの有意差はなかった
（表 3，4）． 
 PASAT の 2 秒と 1 秒条件におけるそれぞれの正答率












































図 6 PASAT 1 秒条件の成績と左側 DLPFC の酸化型ヘモグロビンの変化量 



























図 8 PASAT 2 秒条件の成績と左側 DLPFC の酸化型ヘモグロビンの変化量 
 
 PASAT の正答率と Oxy-Hb の変化量の関係について
は，PASAT の 2 秒条件では成績が良いほど Oxy-Hb の
変化量が小さくなる負の相関傾向を示し，PASAT の 1
秒条件では成績が良いほど Oxy-Hb の変化量が大きくな
る正の相関傾向を示した．また，PASAT の 2 秒条件お
よび 1 秒条件ともに左側の DLPFC 領域において成績と
Oxy-Hb の変化量に弱い相関を認めた（図 5，6，7，8）． 
 
考  察 
 PASAT 遂行時にワーキングメモリの関与するとされ
る DLPFC 領域の Oxy-Hb が有意に上昇する事から，
PASAT はワーキングメモリを測定するテストとして妥
当性があると考えられた． 
 PASAT の 1 秒条件に比べて，正答率が高かった
PASAT の 2 秒条件のほうが DLPFC 領域に脳血流の賦
活を認めたことや，PASAT の 2 秒条件では成績が良い
ほど Oxy-Hb の変化量が小さくなる負の相関傾向を示し，




























































ま と め 
１．健常大学生 15 名を対象に，ワーキングメモリ検査の
一つである定速聴覚的連続加算テスト（PASAT）の
2 秒条件と 1 秒条件遂行時の前頭葉活動について、
近赤外分光法（NIRS）を用いて検討を行った． 
２．PASAT 施行前後を比較すると PASAT 施行中の
Oxy-Hb の上昇を有意に認めた． 
３．PASAT の 1 秒条件と 2 秒条件の Oxy-Hb 変化量は，
どちらも有意に上昇を認めたが，1 秒条件以上に 2
秒条件の方が Oxy-Hb の変化量は大きかった． 
４．PASAT の 2 秒条件では成績が良いほど Oxy-Hb の
変化量が小さくなる負の相関傾向を示し，PASAT
の 1 秒条件では成績が良いほど Oxy-Hb の変化量が
大きくなる正の相関傾向を示し，特に左側の
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Study of brain activity during the performance test of frontal lobe 
function using NIRS 
～Comparison of 2 seconds and 1 second in PASAT～ 
 
Futoshi Matsushita, OTR  Mayuka Sugahara, OTS  Fumie Irizawa, OTS 
Saori Hosoyama OTS  Atsushi Kitayama, OTR  Katsumi Sugihara, OTR 
Shijonawate Gakuen University Faculty of Rehabilitation 
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Abstruct 
 Frontal lobe activity when university students of 15 people, has been conducting the PASAT is one of the 
working memory test, we have examined using NIRS. As a result, Oxy-Hb in DLPFC recognized increased 
significantly, tended to increase in Oxy-Hb in the DLPFC of in terms of two seconds PASAT high 
percentage of correct answers is particularly strong, when you are performing the PASAT, the difficulty was 
thought to be due to a change in the degree of activation of the DLPFC degrees. 
